
真北測定の概略

観測点において、任意の日時の太陽の方位角を求め、

方位標の方位角を計算する。

計算式は調書に記載。

サンプル図の測定を数回行い、平均値を求める。

サンプル図

真

北

太陽の右側を観測　　T1=9h40m59.4s　　s1=222°32′20″

太陽の左側を観測　　T2=9h41m31.7s　　s2=221°56′30″

観測時刻　　T=(T1+T2)/2=9h41h15.6sにおける

太陽の方位角　　S=138°17′20″

s=(s1+s2)/2=222°14′25″

観測時刻　　T=(T1+T2)/2=9h41h15.6s

(m-s)=360°-　s

=137°45′35″

方位標の方位角　　A=S+(m-s)

S=138°17′20″

(m-s)=137°45′35″

S=276°02′55″

経度　１３９°５３′１２″

緯度　　３６°３４′４０″

観測日　2006.09.23
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